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ひとり１改善運動 
～生き活き岡山の実現に向けて～ 

顧客主義 
コスト意識 
スピード感 

これまでの取組成果をご紹介します！ 

 岡山県では、平成２５年度から、職員一人ひとりが、「顧客主義」「コスト意識」
「スピード感」の３つの視点から、日頃の事務や仕事のやり方を見直し、組織全体で
改善に取り組む風土を浸透させるため、「ひとり１改善運動」に取り組んでいます。
運動を始めてから１年半が経過しましたが、コスト削減、県民サービスの向上等に成
果を上げています。（次のページ以降に主な事例を１３件紹介しています。） 
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（例）年度当初は県単独で行う予定であった環境イベントを中止し、他の  
   団体による同様のイベントとの共催を働きかけ、予算執行額を抑制 
   するとともに、開催回数を倍増（３→６回）させた。 

県民の皆様の満足度を高める取組 １６０件（注２） 

（例）農家に技術指導を行う際、タブレット端末と小型プロジェクターを 
   組み合わせた効率的な情報提供を試験的に開始した。 

約１，１４３万円の事務経費を削減（注１） 

注１：自己申告額を集計したもので、効果額を申告していない事例もたくさんあります。 

注２：職員からの提案を受け、所属で実施に向けて検討中のものを含めています。 

 優秀な改善・提案を提出した職員には
知事表彰を授与しています。これまでに 

 ５８件（団体５組、個人５２名） 
を表彰しています！ 

平成２５年４月～平成２６年１０月の取組成果 

平成２５年４月～平成２６年１０月の取組件数 

平成２５年度
平成２６年度
（４～１０月）

計

改善 （自ら取り組んだ改善） ３０１件 １２７件 ４２８件

提案 （事務改善等に関する意見・提案） ５８５件 ２３５件 ８２０件

８８６件 ３６２件 １，２４８件

区　　　分

計



【事例１】 エレベーター内にポスターを貼り広報機会を拡充 

改善前 
来庁された方がエレベーターに乗っている時間を無為
に過ごしていた。 

改善後 
エレベーターの壁面に観光地やイベント等のポスターを
貼ることとした。 

効 果 
来庁された方がエレベーターに乗っている間、県内の
情報に接することができ、県としても広報機会の拡充を
図ることができた。 

【事例２】 「EV急速充電スポットマップ」を貼り利便性を向上 

改善前 

改善後 

効 果 

一般の方から、EV（電気自動車）の急速
充電器が利用可能な施設の場所を教え
てほしいとの要望があった。 

庁舎の急速充電器の近くに、県内の急速
充電器の設置場所が表示された「EV急速
充電スポットマップ」を貼り付けた。 

来庁されたEV利用者が、他の急速充電器
の設置場所や利用時間等が確認できるよ
うになり、利便性が向上した。 

【事例３】 配席表の見える化～執務室入口に職員の顔写真を～ 

改善前 

改善後 

効 果 

来庁された方や職員が、目的の担当者が分からずに、執務室の
入口付近で戸惑うことがあった。 

各課室の入口に掲示している配席表に、職員の顔写真を入れるこ
ととした。 

来庁された方や職員が、担当者を見つけ易くなるとともに、心にゆ
とりと安心感を持って執務室に入ることができるようになった。 

【事例４】 「簡単確定申告」説明チラシによりふるさと納税を勧誘 

改善前 

改善後 

「確定申告の手続は面倒」というイメージから、ふるさと
納税を躊躇している方々が少なくないと思われた。 

「ふるさと納税額のみが対象の確定申告手続は簡単」と
いうことが分かるチラシを作成し、ふるさと納税制度のご
案内と併せて配布した。 

ふるさと納税をしても確定申告手続は簡単にできること
が理解され、寄付者の増加が期待できるとともに、申告
手続の手助けとなる。 

効 果 

「簡易確定申告」説明チラシ 



コスト意識の観点からゼロベースで検討した結果、
業務仕様書の具体化や定期的なチェック、進行管
理をきめ細かに行うことで、一般競争入札による業
者選定が可能となった。 

【事例５】 自動車税住所変更の呼び掛けによるワンストップ手続 

改善前 

車検証の住所変更手続をされていない方
に送付した自動車税納税通知書が毎年大
量に返戻され、住所調査に大きな労力を
要していた。 

改善後 

税務窓口に自動車税住所変更の届出用
ハガキを置き、不動産取得税の手続に訪
れた方に、ご家族分も含めて手続を呼び
掛けることとした。 

効 果 

自動車税納税通知書の返戻が減り、事務
負担が軽減した。また、納税者もご家族分
を含めワンストップで手続ができ、翌年度
から納税通知書が通常の期間内に新しい
住所に届くようになった。 

【事例６】 外国人観光客向け日本語挨拶レッスンを通じた岡山のＰＲ 

改善前 

改善後 

効 果 

外国人観光客に岡山県を訪れても
らうためには、「岡山」の認知度が
低いことが課題となっている。 

国際課・観光課の外国人スタッフが
出演した日本語挨拶レッスンを通じ
て岡山を紹介する動画を作成し、観
光課ＨＰで公開した。 

岡山の認知度の向上により、外国
人観光客の増加が期待される。 

【事例７】 「産業廃棄物ミニ実態調査」の委託費を大幅に削減 

改善前 
「産業廃棄物ミニ実態調査」について、前年度の事
務処理にならい、特命随意契約により実施していた。 

改善後 

効 果 
例年どおりの成果物の水準を確保した上で、委託経
費を約２割削減することができた。 

効 果 

産業廃棄物実態調査結果（抜粋）→ 

美作県民局税務部受付 



【事例１０】 特定疾患医療受給者証更新申請の受付事務の改善 

改善前 

①受付事務が短期間に集中している 
②昼休みの申請がある 
③要介護等、遠くに行くことができない方がいる 
④勤務のため休日しか来庁できない方がいる 
⑤前年の申請を探すのに時間がかかっていた 

改善後 

①受付事務の説明会を全班員を対象に開催した 
②昼休みの受付当番を全班員に割り振った 
③赤磐市と備前市で出張受付を行った 
④休日受付を行った 
⑤前年の更新・新規申請を五十音順で打ち出し 
   たものを用意した 

効 果 

①班員誰でも受付ができるようになった 
②担当者の昼休みの負担が軽減された 
③患者の身近なところで申請ができた 
④休日しか休めない方が申請できた 
⑤前年の申請との比較が迅速にできた 

利用状況の見直しにより、２つあった冷凍冷
蔵倉庫のうち１つを運転中止した。また、海
水の送水ポンプを原則停止し、通常は貯水
槽からの落差を利用して送水することとした。 

【事例９】 水産研究所における電気料金の節減 

改善後 

効 果 
電気料金を１～２割節減することができた。 

【事例８】 農業研究所の取組内容を県民に分かりやすく発信 

改善前 

農業研究所ＨＰには、主に研究成果や
論文をそのまま掲載していたため、内
容が専門的で、一般の方には分かり
にくかった。 

改善後 
研究成果を視覚化した記事や、日々の
視察や研究会等の出来事をＨＰに掲載
するようにした。 

効 果 

農業研究所の取組内容を広く県民の方
に分かりやすく伝えることができ、ＨＰの
アクセス数は前年同時期比で約150％
に増加した。 

① 

② ③ 

①冷凍冷蔵倉庫 
 

②貯水槽 
 

③送水ポンプ 

農業研究所ＨＰ掲載資料 

班員対象の説明会の様子 

改善前 
水産研究所では、電気料金が年間1,300～
1,400万円とほぼ一定であった。 



②ロッカーのスペース 
 を確保 

各店舗ごとの届出書を、保健所の食品営
業、旅館業及びクリーニング業許可台帳と
突合することで、廃止等の届出をさせ、書
類整理を行った。 

【事例１１】 「旅費計算補助ツール」により事務を効率化 

改善前 

出張旅費は旅費システムで自動計算されるが、
自家用車を使用した場合の最短路程が表示さ
れない。最短路程と通勤経路に重複する部分
がある場合は減額調整するが、その最短路程
を調べるのに手間がかかっていた。 

改善後 

旅費システムを補完するものとして、県内路程
表の地区名と地区名を繋いだ最短路程の検索
ができる「旅費計算補助ツール」を作成し、庁
内ＨＰに掲載した。 

効 果 

簡単に最短路程を調べることができ、旅費シス
テムに入力をする旅行者本人だけでなく、それ
を確認・審査する職員にとっても大幅な事務の
効率化につながった。 

【事例１２】 未処理の書類を“見える化” 

改善前 

改善後 

効 果 

書類の保管場所は担当者にしか分からず、緊急時に
担当者が不在のとき、机の中を班員が“捜索”するこ
ともあった。 

未処理の書類を、「分類タグを付けたクリアファイル」
に整理して定位置に保管することとし、保管場所は班
員に周知しておいた。 

緊急に書類を処理しなければならなくなったとき、出
張等で担当者が不在でも、迅速に対応できるように
なった。また、担当者自身も処理漏れを防止できるよ
うになった。 

改善前 

水質汚濁防止法施行時（昭和49年）に営業
していた、めん類製造業、豆腐製造業、旅
館業及びクリーニング業のうちの多数の店
舗が既に廃止、移転等されていると思われ
たが、ロッカーに届出書が整理されずに保
存されたままになっていた。 

改善後 

効 果 

無届け廃止等が是正され、事業場の統計
が実態数に近づくとともに、ロッカーのス
ペースが確保できた。また、職員の改善意
識の高揚にもつながった。 

効 果 

旅費計算補助ツール（抜粋） 

①確認対象店舗リスト 

【事例１３】 他の台帳との突合による書類整理～書類の棚卸～ 

① 

② 


